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同
窓
生
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄

の
こ
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
本
校
同
窓
会
の
活
動
に
つ
き

ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
一
月
一
日
に
は
、
能
登
半
島
地
震

が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
五

類
へ
移
行
し
、
日
常
生
活
も
に
ぎ
わ
い
を

取
り
戻
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
花
巻
ま

つ
り
を
は
じ
め
各
地
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
が
四
年
ぶ
り
に
通
常
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
観
光
客
も
訪
れ
て
頂
き
、
大
い
に
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

同
窓
会
活
動
に
お
い
て
も
、
各
支
部
の

総
会
が
通
常
通
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
六

月
に
は
大
阪
で
関
西
桜
雲
同
窓
会
総
会
、

七
月
に
は
石
鳥
谷
、
盛
岡
の
各
支
部
総

会
、
九
月
に
は
札
幌
で
北
海
道
桜
雲
会
総

会
、
十
月
に
は
東
京
桜
雲
会
総
会
、
十
一

月
に
は
紫
波
支
部
総
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た

支
部
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
同
窓
生

の
出
席
を
頂
き
、
母
校
を
懐
か
し
み
、
な

ご
や
か
に
歓
談
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
応

援
歌
を
歌
い
、
校
歌
を
斉
唱
す
る
皆
様
の

表
情
は
、
当
時
の
花
高
生
に
戻
り
、
生
き

生
き
と
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

昨
年
三
月
に
は
、
二
〇
一
六
年
に
姉
妹

校
の
締
結
を
し
た
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
Ａ
（
ア
ー
カ

ン
ソ
ー
数
理
芸
術
高
校
）
に
四
年
ぶ
り
に

生
徒
六
名
と
教
師
一
名
を
派
遣
致
し
ま
し

た
。
現
地
で
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、
大

い
に
交
流
を
深
め
て
帰
国
し
ま
し
た
。
本

年
三
月
に
は
生
徒
三
名
を
派
遣
致
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
で
き
る
広
い
視
野
を
持
っ
た
人
材
の
育

成
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
毎
年
継

続
し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。現

在
母
校
花
巻
北
高
で
は
、
二
〇
三
一

年
の
来
る
べ
き
百
周
年
に
向
け
て
「
百
年

生
き
る
君
た
ち
が
花
高
百
年
の
学
び
を
創

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
特
色
化
・
魅
力
化
ビ

ジ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
人
間
力
の
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
花
高
か
ら

宇
宙
へ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ス
ペ
ー
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
本
年
に
は
独
自
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
持
っ
た
衛
星
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
の

か
、
今
か
ら
大
い
に
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

在
校
生
は
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大

震
災
と
そ
の
後
の
復
興
、
二
〇
二
〇
年
か

岩
手
県
立
花
巻
北
高
等
学
校
桜
雲
同

窓
会
総
会
が
令
和
五
年
八
月
五
日（
土
）

十
四
時
よ
り
、グ
ラ
ン
シ
ェ
ー
ル
花
巻
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。八
月
第
一
土
曜

日
に
例
年
行
わ
れ
る
総
会
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
近
年
は
縮
小
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
四
年
ぶ
り
に
講
演
会
、懇
親
会

も
含
め
て
の
通
常
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

来
賓
に
花
巻
市
長
、校
長
、副
校
長
、事
務

長
、花
巻
南
高
校
同
窓
会
長
、花
巻
北
高

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
お
迎
え
し
、同
窓
生
約

八
十
名
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

︿
協
議
事
項
﹀

①
令
和
四
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

②
令
和
四
年
度
一
般
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て

③
令
和
四
年
度
周
年
事
業
積
立
金
収
支

決
算
に
つ
い
て

④
令
和
四
年
度
国
際
交
流
事
業
積
立
金

収
支
決
算
に
つ
い
て

⑤
令
和
四
年
度
百
年
の
学
び
基
金
収
支

決
算
に
つ
い
て

⑥
令
和
五
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑦
令
和
五
年
度
一
般
会
計
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て

⑧
令
和
五
年
度
周
年
事
業
積
立
金
収
支

予
算（
案
）に
つ
い
て

﹁
巌
鷲
山
は
峨
々
と
し
て
﹂

　
　
　
　
の
下
に
集
い
て

佐

藤

良

介

桜
雲
同
窓
会
長

⑨
令
和
五
年
度
国
際
交
流
事
業
積
立
金

収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て

⑩
令
和
五
年
度
百
年
の
学
び
基
金
収
支

予
算（
案
）に
つ
い
て

協
議
事
項
は
す
べ
て
議
案
書
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
は
講
師
に
岩
手
県
立
博
物
館

館
長
の
髙
橋
廣
至
氏（
第
38
期
）を
迎
え
、

「
あ
れ
か
ら
半
世
紀
今
母
校
に
思
う
こ

と
」と
い
う
演
題
で
母
校
へ
の
熱
い
思
い
を

伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
懐
か
し
い
同
窓
生
同
士
の
語

ら
い
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、元
応
援
団

幹
部
の
高
ら
か
な
エ
ー
ル
、全
員
で
の
応

援
歌
、校
歌
斉
唱
な
ど
、盛
況
の
う
ち
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
校
歌
や
花
高
賛
歌
、遠
征
歌
、

黒
橋
魂
の
手
ぬ
ぐ
い
の
販
売
、九
十
周
年

記
念
で
作
ら
れ
た
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
も
販
売

さ
れ
、多
く
の
皆
さ
ん
に
手
に
取
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

〇
支
部
総
会
開
催
状
況

関
西
支
部

六
月
十
日

紫
波
支
部

七
月
二
十
七
日

北
海
道
桜
雲
同
総
会

九
月
十
六
日

東
京
桜
雲
会

十
月
十
四
日

令和4・5年度 桜雲同窓会役員
役職名 氏　　名（期）

会　長 佐　藤　良　介（33）

副会長 高　橋　光　彦（34）

副会長 上　田　　　穣（36）

副会長 斎　藤　雅　博（36）

副会長 狩　野　敦　史（37）

副会長 古　川　　　勉（38）

副会長 稲　垣　秀　悦（40）

副会長 伊　藤　純　子（41）

副会長 北　山　公　路（43）

副会長 菊　池　忠　彦（44）

副会長 太　田　優　子（44）

副会長 小瀬川　弘　樹（49）

顧　問 上　田　東　一（37）

顧　問 須　川　和　紀（校長）

監　事 髙　𣘺　勝　芳（28）

監　事 宮　澤　一　郎（30）

監　事 高　橋　文　一（39）

定
期
総
会
報
告

※印は新任の役員

※

※

ら
の
コ
ロ
ナ
禍
と
大
き
な
環
境
の
変
化
を

経
験
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
皆
前
向
き

に
明
る
く
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
勉

学
に
部
活
動
に
取
り
組
み
、
文
武
両
道
を

実
践
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
地
域
へ
の
貢
献
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

姿
は
先
輩
と
し
て
頼
も
し
く
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
運
動
部
・
文
化
部
に
は
Ｏ
Ｂ
会

が
あ
り
、
現
役
の
部
活
動
を
支
援
し
て
お

り
ま
す
。
陸
上
競
技
部
は
、
昭
和
八
年
創

部
、
昨
年
九
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
を
契
機
と
し
て
昨
年
六
月
に
Ｏ
Ｂ
会
設

立
総
会
を
開
催
し
、
桜
雲
陸
友
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
陸
上
競
技
部
か
ら
は
、
リ

オ
、
東
京
の
五
輪
二
大
会
出
場
の
高
橋
英

樹
選
手
を
は
じ
め
石
川
周
平
選
手
な
ど
日

本
代
表
選
手
を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
現
役
選
手
の
応
援
に

一
層
力
が
入
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

同
窓
会
と
し
て
も
、
来
る
べ
き
百
周
年

に
向
け
て
母
校
の
益
々
の
発
展
を
期
し
、

教
育
環
境
の
充
実
の
た
め
支
援
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和5年度桜雲同窓会一般会計収支予算書 令和5年6月1日～令和6年5月31日

＜収入の部＞ 単位：円
項 目 前年度予算額B 本年度予算額A 増減A−B 備　　　考
繰 越 金 1,801,506 1,296,384 △ 505,122
入 会 金 3,440,000 3,445,000 5,000 689名×10回×500円
会 費 500,000 100,000 △ 400,000 未納の期を中心に会費納入をお願いする
繰 入 金 0 0 0
雑 収 入 18,494 18,616 122 会員名簿・記念誌販売、決算利息
合 計 5,760,000 4,860,000 △ 900,000

＜支出の部＞
項 目 前年度予算額B 本年度予算額A 増減A−B 備　　　考
事 務 費 45,000 40,000 △ 5,000 事務局手当
総 会 費 150,000 400,000 250,000 総会告知広告掲載料、総会費用等
事 業 費 1,200,000 1,200,000 0 会報印刷・支部活動補助、卒業証書ホルダー
慶 弔 費 150,000 150,000 0 支部総会御祝・慶弔金
会 議 費 200,000 200,000 0 役員会等会議費

通 信 費 1,300,000 1,300,000 0 会報送料、役員会・定期総会案内、電話代、
慶弔電報

旅 費 600,000 600,000 0 支部総会出席旅費
周年事業積立繰出金 688,000 689,000 1,000 周年事業積立金会計へ繰出（※）
国際交流事業積立繰出金 1,000,000 0 △ 1,000,000

雑 費 170,000 100,000 △ 70,000 各種広告、各種振込手数料、懸垂幕作成・
取付、Fax消耗品

予 備 費 257,000 181,000 △ 76,000
合 計 5,760,000 4,860,000 △ 900,000

令和4年度桜雲同窓会一般会計収支決算書 令和4年6月1日～令和5年5月31日

＜収入の部＞ 単位：円
項 目 予算額A 決算額B 増減B−A 備　　　考
繰 越 金 1,801,506 1,801,506 0
入 会 金 3,440,000 3,288,500 △ 151,500 6,730件×500円
会 費 500,000 0 △ 500,000
繰 入 金 0 3,000 3,000 90周年事業会計剰余金より繰入

雑 収 入 18,494 40,026 21,532
同窓会名簿(2冊), 90周年記念誌（3冊), 
利息（26円）, 校歌ＣＤ代(1枚), 定期総
会お祝い(花南高校同窓会)

合 計 5,760,000 5,133,032 △ 626,968

＜支出の部＞
項 目 予算額A 決算額B 増減B−A 備　　　考
事 務 費 45,000 40,000 △ 5,000 事務局手当
総 会 費 150,000 245,253 95,253 総会告知広告掲載料、総会会場費
事 業 費 1,200,000 1,044,674 △ 155,326 会報印刷・支部活動補助・卒業証書ホルダー
慶 弔 費 150,000 78,000 △ 72,000 支部総会御祝、慶弔金等

会 議 費 200,000 213,943 13,943 役員会会議費、支部同窓会会議費、会報編集委
員会会議費等

通 信 費 1,300,000 1,288,851 △ 11,149 電話代､役員会･定期総会案内､会報送料､
慶弔電報等

旅 費 600,000 108,410 △ 491,590 支部総会旅費（東京､石鳥谷）
周年事業積立繰出 688,000 688,000 0 一般会計から周年事業積立金へ
国際交流事業積立繰出 1,000,000 0 △ 1,000,000 今年度は繰出なし

百年の学び基金繰出 0 0 0

雑 費 170,000 129,517 △ 40,483
各種広告、感謝状印刷、各種振込手数料、懸垂幕
作成・取付、90周年記念誌発送料(追加注文分)、
Fax消耗品等

予 備 費 257,000 0 △ 257,000
合 計 5,760,000 3,836,648 △ 1,923,352

　　 収　入　　　　　  支　出　　　　　　残　高
￥5,133,032−￥3,836,648＝￥1,296,384　残額は、次年度へ繰り越す。

令和4年度桜雲同窓会国際交流事業積立金収支決算書
令和4年6月1日～令和5年5月31日

＜収入の部＞ 単位：円
項 目 予算額　Ａ 決算額　Ｂ 増減B−A 備　　　考
繰 越 金 4,501,674 4,501,674 0 普通 3,501,018円  定期 1,000,656円
繰 入 金 0 0 0
寄 付 金 0 0 0
雑 収 入 206 43 △ 163 普通預金利息 27円　定期利息 16円
合 計 4,501,880 4,501,717 △ 163

＜支出の部＞
項 目 予算額　Ａ 決算額　Ｂ 増減B−A 備　　　考

国際交流事業 1,300,000 1,300,000 0 教育振興会国際交流事業特別会計
へ操出（教員1名、生徒6名派遣）

合 計 1,300,000 1,300,000 0

　　 収　入　　　           支　出　　　　     残　高
￥4,501,717−￥ 1,300,000 ＝￥3,201,717　　残額は、次年度へ繰り越す。

令和5年度桜雲同窓会国際交流事業積立金収支予算書
令和5年6月1日～令和6年5月31日

＜収入の部＞ 単位：円
項 目 前年度予算額Ｂ 本年度予算額A 増減Ａ−Ｂ 備　　　考
繰 越 金 4,501,674 3,201,717 △ 1,299,957 定期預金 1,000,672円  普通預金 2,201,045円
百年の学び基金会計より繰入 0 500,000 500,000 百年の学び基金から繰入
寄 付 金 0 0 0
雑 収 入 206 283 77 預金利息
合 計 4,501,880 3,702,000 △ 799,880

＜支出の部＞
項 目 前年度予算額Ｂ 本年度予算額A 増減Ａ−Ｂ 備　　　考
国際交流事業 1,300,000 1,000,000 △300,000 ASMSA派遣事業
合 計 1,300,000 1,000,000 △300,000

桜雲同窓会支部長
支　部 氏　　名（期）

東　和 藤　井　公　博（23）

石鳥谷 高　橋　康　郎（29）

盛　岡 眞　下　卓　也（46）

東　京 小　原　之　夫（29）

宮　守 似　内　宏　和（37）

紫　波 高　野　勝　夫（41）

久　慈 八重樫　　　護（18）

仙　台 傳　野　貞　雄（24）

花巻市役所 菅　野　　　圭（48）

奥　州 石　川　嘉　信（28）

遠野地方 大　里　政　純（41）

釜　石 八　幡　徹　也（34）

北海道 海老原　浩　樹（36）

関西（名誉会長） 山　折　哲　雄（14）

関西（支部長） 伊　藤　太　元（39）

※宮野目支部、北上支部は活動休止中。

（※）：〈収入の部〉の「入会金」より689 名× 100 円× 10 回＝ 689,000 円を充当

　ご自身も応援団幹部として活躍された髙橋氏。当時のバンカラスタイルは今ほどボロではな
かったこと、応援歌の節が時代によって違い、長短も変わっていること、懐かしい夜間歩行への
思いなどが紹介された。また母校勤務はなかったが、盛
岡一高勤務時代、離任式では花高応援団スタイルで一高
生にエールを送ったことなど、様々な場面で黒橋魂が湧
いてくる幹部らしいエピソードに会場は盛り上がった。
最後に「至誠天地を動かさん」というメッセージが伝え
られ、髙橋氏の熱い思いに誘われ、参加者はそれぞれの
桜雲臺の思い出を懐かしんだ。

概  要

講演会

演　題 

令和 5 年 8 月 5 日（土） 

講　師 

「あれから半世紀
      今 母校に思うこと」

髙 橋  廣 至 氏（38期）

岩手県立博物館 館長

ひろ　ゆき

1954 年生まれ、八幡平市大更出身
1975 年、花巻北高等学校卒業
1978（昭和 53）年、二松学舎大学文学部国
文学科卒業
久慈高、釜石商業高、水沢高赴任後、岩手県
教育委員会指導課・学校教育課勤務。山田
高教頭、盛岡一高副校長を歴任後、高田高校
長。岩手県教育委員会学校教育室首席指導
主事ほかを経て、盛岡一高校長。同校史上初
の OB 以外の校長となる。同時に岩手県高校
校長協会会長・東北高等学校長協会会長・全
国高等学校長協会副会長。
退職後は岩手県立大学学生支援室特命課長
を経て、2016 年より岩手県立博物館館長。
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自
身
が
模
擬
体
験
し
た
り
、衛
星
開
発
の

第
一
人
者
や
宇
宙
飛
行
士
の
講
演
会
、ま

た
、タ
ン
パ
ク
質
結
晶
化
実
験
を
通
し
て

宇
宙
実
験
の
重
要
性
を
学
ん
だ
り
す
る
な

ど
、全
校
あ
げ
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
、学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
関

桜
雲
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、日
頃

よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
格
別
な
御
理

解
、御
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。今
年
度
も
関
西
、

東
京
、札
幌
を
は
じ
め
各
地
の
同
窓
会
に

お
招
き
い
た
だ
き
、改
め
て
皆
様
の
母
校
へ

の
熱
い
思
い
を
受
け
取
っ
て
参
り
ま
し
た
。

本
校
は
、８
年
後
の
創
立
百
周
年
に
向

け
て
新
た
な
歩
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
活
動
が

制
限
さ
れ
る
中
、ど
の
学
校
行
事
も
柔
軟

に
対
応
で
き
る
よ
う
生
徒
と
話
し
合
い
な

が
ら
、そ
の
時
々
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

工
夫
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
制

限
が
５
類
に
移
行
し
た
５
月
以
降
も
コ
ロ

ナ
前
に
戻
す
だ
け
で
は
な
く
、も
う
一
度

行
事
の
あ
り
方
や
意
義
を
問
い
直
し
な
が

ら
、よ
り
良
い
形
を
模
索
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。生
徒
た
ち
は「
花
高
ら
し
さ
」「花

高
だ
か
ら
こ
そ
」を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

時
代
や
社
会
の
流
れ
を
見
極
め
、新
し
い

価
値
を
創
造
す
べ
く
共
々
に
考
え
な
が
ら

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、近
年
の
取
組
の
中
で
一
番
の
特
徴

と
な
っ
て
い
る
の
は
、昨
年
度
か
ら
２
年
計

画
で
進
め
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）で
す
。衛
星
開

発
か
ら
打
ち
上
げ
、運
用
ま
で
を
花
高
生

新
し
い
時
代
を

　
　
　
切
り
開
く

校

長　
　

須

川

和

紀

心
の
高
い
希
望
者
は
、東
京
大
学
や

外
務
省
宇
宙
・
海
洋
安
全
保
障
政
策

室
の
訪
問
、富
山
県
で
開
催
さ
れ
た

航
空
宇
宙
学
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、ま
さ
に「
世
界
で
一
番

宇
宙
に
近
い
高
校
生
」と
し
て
貴
重

な
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、夏
頃
に
本
校
独
自
の

人
工
衛
星「
よ
だ
か
」が
種
子
島
か

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
打
ち
上
げ
ら

れ
、そ
の
後
、人
工
衛
星
の
運
用
に

つ
い
て
も
学
校
全
体
で
関
わ
っ
て
い

く
予
定
で
す
。今
回
は
２
年
間
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、本
校
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る

SPA
CE V

A
LU

E

の
安
藤
様
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
お
り
ま

す
が
、持
続
可
能
な
形
を
模
索
し
な
が
ら

百
周
年
ま
で
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、生
徒
た

ち
に
は
ぜ
ひ
広
い
世
界
に
目
を
向
け
、未

知
の
世
界
に
も
怖
気
る
こ
と
な
く
挑
戦
す

る
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
花
巻
北
高
校
の
文
化
と
し
て

教
科
横
断
的
な
学
び
を
進
め
、非
認
知
能

力
や
起
業
家
精
神
を
育
成
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。挑
戦
と
失
敗
を
繰
り

返
し
な
が
ら
も
、様
々
な
困
難
な
状
況
で

も
実
践
的
な
課
題
設
定
力
や
意
思
決
定

力
を
発
揮
し
て
い
け
る
精
神
を
育
ん
で
い

く
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。昨

年
策
定
し
た「
ス
ク
ー
ル
ポ
リ
シ
ー
」（
各

学
校
で
目
指
す
姿
）の
中
に
あ
る「
自
己
認

識
」「
自
己
管
理
能
力
」を
ベ
ー
ス
と
し
た
、

い
わ
ゆ
る
宇
宙
飛
行
士
に
求
め
ら
れ
る
８

つ
の
能
力
、言
い
換
え
れ
ば
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
求
め
ら
れ
る
能

支
部
だ
よ
り

　
　

盛
岡
支
部
長

　
　
　
　
　

眞

下

卓

也
（
46
期
）

夜
の
盛
岡
に
、花
巻
北
高
校
の
校
歌
と

応
援
歌
が
響
き
ま
し
た
。

令
和
五
年
七
月
二
十
七
日
、桜
雲
同
窓

会
盛
岡
支
部
の
総
会
・
懇
親
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
四
年
ぶ
り

の
開
催
で
し
た
が
、事
務
局
の
積
極
的
な

呼
び
か
け
も
あ
り
、昭
和
三
十
一
年
卒
の

大
先
輩（
20
期
）か
ら
平
成
三
十
一
年
卒
の

若
手（
83
期
）ま
で
、お
よ
そ
九
十
人
の
卒

業
生
が
集
い
ま
し
た
。

総
会
に
は
、来
賓
と
し
て
佐
藤
良
介
桜

雲
同
窓
会
長
、花
巻
北
高
校
の
成
田
誠
悟

副
校
長
、桜
雲
同
窓
会
事
務
局
の
高
橋
和

利
教
諭
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。司

会
は
Ｉ
Ｂ
Ｃ
岩
手
放
送
の
長
谷
川
拳
杜

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー（
76
期
）で
す
。逝
去
さ
れ

た
方
へ
の
黙
祷
、校
歌
斉
唱
に
続
い
て
、支

部
の
収
支
決
算
や
役
員
改
選
を
ご
提
案

し
、承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。役
員
の
新
し

い
体
制
は
、留
任
が
六
人
、新
任
が
私
を

含
め
て
六
人
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
支

部
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
、い
わ
ぎ
ん

盛
岡
支
部

四
年
ぶ
り
の
支
部
総
会
・

　
　
　
　
　

懇
親
会
を
開
催

力
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
学
ぶ
力

の
育
成
」だ
け
で
は
な
く
、そ
の
礎
と
な
る

「
人
間
性
の
育
成
」、心
を
育
て
る
こ
と
を

ま
ず
何
よ
り
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
は
、花
高
生
が
大
き
な

変
革
が
求
め
ら
れ
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

し
な
や
か
に
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
も

の
で
す
。「
黒
橋
魂
」や「
桜
雲
臺
精
神
」を

兼
ね
備
え
た「
り
っ
ぱ
な
公
民
」と
な
っ
て
、

今
ま
で
以
上
に
多
様
な
人
々
と
協
働
し

な
が
ら
新
た
な
価
値
を
創
造
し
、地
域
や

国
内
外
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。ま
た
、経
験
豊
か

な
同
窓
生
の
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ

き
、新
た
な
視
点
を
兼
ね
備
え
た
花
高
卒

業
生
が
一
緒
に
課
題
を
解
決
し
、今
ま
で

の
常
識
を
打
ち
破
っ
て
世
の
中
を
変
え
て

い
く
原
動
力
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

お
り
、関
わ
る
集
団
や
地
域
の
中
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
活
躍
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
桜
雲
同
窓
生
の
皆
様
の
母
校

花
高
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
同
窓
会
の
益
々
の

発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

学ぶ力と人間力を育む教育活動が高く評価され、文部科学
大臣表彰を受けました。
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表
　
　
彰

事
業
創
造
キ
ャ
ピ
タ
ル
㈱
の
稲
垣
秀
悦
社

長（
40
期
）は
、こ
の
総
会
を
も
っ
て
退
任

さ
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
中
、支
部
の
運

営
に
つ
い
て
は
ご
苦
労
も
多
か
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

懇
親
会
で
は
冒
頭
、成
田
副
校
長
か
ら

「
花
巻
北
高
校
ス
ペ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、

在
校
生
の
皆
さ
ん
の
様
子
を
頼
も
し
く
拝

見
し
ま
し
た
。終
盤
に
は
第
一
応
援
歌
を

共
に
歌
い
、元
応
援
団
幹
部
に
よ
る
エ
ー

ル
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。懐
か
し
い
方
々

と
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
と
い
う
事

も
あ
っ
て
懇
親
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

皆
さ
ん
、次
年
度
の
総
会
で
の
再
会
を
誓
っ

て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、桜
雲
同
窓
会
の
発
展
、そ
し
て

在
校
生
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、支
部
と

し
て
も
精
一
杯
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

五
年
ぶ
り
に
総
会
開
催

　
　

紫
波
支
部

支
部
長

　
　
　
　
　

高

野

勝

夫
（
41
期
）

「
あ
れ
か
ら
五
十
年
」。私
事
で
は
あ
り

ま
す
が
、花
巻
北
高
校
に
入
学
し
、入
団
式

に
臨
ん
だ
際
の
衝
撃
は
、五
十
年
経
っ
た

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。皆
様
は
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

令
和
五
年
十
一
月
開
催
の
桜
雲
同
窓
会

紫
波
支
部
総
会
に
お
い
て
、第
？
代
の
支

部
長
に
選
任
さ
れ
、こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

ま
す
。

紫
波
支
部
の
総
会
は
隔
年
で
開
催
し
て

お
り
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、今
回

は
五
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
数
は
不
明
で
す
が
、本
部
か
ら
佐

藤
良
介
会
長
、成
田
誠
悟
副
校
長
、照
井

雅
巳
事
務
局
を
迎
え
、三
十
数
名
の
参
加

の
も
と
新
体
制
の
承
認
を
得
、そ
の
後
の

懇
親
会
で
は
、高
校
時
代
の
思
い
出
話
し

な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。締
め
は
、い

つ
も
の
と
お
り
校
歌
斉
唱
に
は
じ
ま
り
、

全
て
の
応
援
歌
、花
高
賛
歌
、月
歌
、遠
征

歌
、逍
遥
歌
そ
し
て
勝
利
の
歌
を
歌
い（
さ

な
が
ら
、五
十
年
前
の
応
援
歌
練
習
状
態
）、

会
を
閉
じ
ま
し
た
。

紫
波
支
部
で
は
隔
年
総
会
の
他
に
、

花
高
応
援
団
の
野
球
応
援
の
た
め
の
夜
間

（
昼
間
）歩
行
に
際
し
、紫
波
町
に
お
い
て

激
励
及
び
エ
ー
ル
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

直
近
で
は
令
和
五
年
七
月
六
日
に
行
い
ま

し
た
が
、応
援
団
幹
部
が
一
人
し
か
い
な
い

と
の
こ
と
。幹
部
Ｏ
Ｂ
の
私
と
し
て
は
少

し
寂
し
い
感
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
も
時

代
の
流
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

何
は
と
も
あ
れ
、令
和
六
年
も
母
校
花

高
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
に
な
る
こ
と
を
願

い
、支
部
だ
よ
り
と
し
ま
す
。

定
期
総
会
・
懇
親
会
の
開
催

　
　

北
海
道
桜
雲
会
会
長

　
　
　
　
　

海
老
原

浩

樹
（
36
期
）

念
願
叶
っ
て
四
年
前
に
創
設
出
来
た
北

海
道
桜
雲
会
で
し
た
が
、思
い
も
よ
ら
ぬ

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、三
度
に
亘
っ
て
休
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。昨
春
の
五
類
感

染
症
へ
の
移
行
を
受
け
て
、九
月
に
二
回

目
の
定
期
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

久
し
振
り
の
行
動
制
限
が
な
い
行
楽
の

秋
も
相
俟
っ
て
か
、ホ
テ
ル
事
情
も
様
変

わ
り
、会
場
の
選
定
難
航
は
全
く
の
想
定

外
で
し
た
が
、漸
く
の
思
い
で
確
保
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。ご
協
力
頂
き
ま
し
た

ご
来
賓
の
方
々
に
は
、改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

産
声
を
上
げ
て
間
も
な
く
長
い
休
止
期

間
を
挟
ん
だ
事
も
あ
り
、今
回
の
参
加
者

は
九
名
に
止
ま
り
、お
迎
え
し
た
ご
来
賓

者
を
交
え
て
総
勢
十
二
名
で
の
総
会
と
な

り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
は
な
く
、い
ず
れ
も
お

久
し
振
り
の
参
加
者
で
し
た
が
、コ
ン
パ
ク

ト
に
ひ
と
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
の
ひ

と
と
き
に
は
、再
会
の
悦
び
が
満
ち
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

総
会
で
は
、神
戸
典
臣
会
長
か
ら
役
員

人
事
の
発
議
が
あ
り
、審
議
を
経
て
、二
代

目
の
会
長
に
海
老
原
浩
樹
が
就
く
事
と
な

り
ま
し
た
。

懇
親
会
に
移
る
と
、座
は
和
や
か
さ
を

紫
波
支
部

北
海
道
桜
雲
同
窓
会

増
し
ま
し
た
。近
況
報
告
で
は
、知
ら
な

か
っ
た
一
面
が
顔
を
覗
か
せ
る
と
思
わ
ず

興
味
が
そ
そ
ら
れ
注
目
の
的
に
。須
川
校

長
先
生
が
語
る
今
様
の
花
高
生
に
は
、往

時
の
我
が
身
を
想
い
起
こ
し
な
が
ら
、心

は
花
巻
、桜
雲
臺
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て

い
る
か
の
よ
う
な
潤
ん
だ
瞳
が
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。故
郷
か
ら
遠
く
離
れ
た
蝦
夷

地
な
ら
で
は
の
同
窓
会
の
光
景
で
し
た
。

北
海
道
で
は
、会
員
の
凡
そ
半
数
が
札

幌
近
郊
以
外
に
お
住
い
で
、集
い
の
難
し

さ
を
内
在
し
て
い
ま
す
。働
き
盛
り
、子
育

て
世
代
の
参
加
の
困
難
も
抱
え
て
い
ま
す
。

総
会
、集
い
頼
み
の
同
窓
会
活
動
に
は

限
界
を
感
じ
て
い
ま
す
。時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
の
相
互

交
流
、母
校
の
話
題
、故
郷「
岩
手
」「
花
巻
」

の
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
、桜
雲
臺
を
身

近
に
感
じ
て
貰
え
る
、そ
ん
な
運
営
を
模

索
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
令
和
五
年
度
春
の
叙
勲・褒
章

○
坂
本

知
彌︻
29
期
︼

藍
綬
褒
章

更
生
保
護
功
績

︵
保
護
司
︶

○
田
面
木

哲
也︻
30
期
︼

旭
日
単
光
章

中
小
企
業
振
興
功
労

︵
㈱
ニ
ュ
ー
ト
ン
代
表
取
締
役
︶

●
令
和
五
年
度
秋
の
叙
勲・褒
章

○
神
戸

典
臣︻
22
期
︼

旭
日
中
綬
章

地
方
自
治
功
労

︵
元
北
海
道
議
会
議
員
︶

○
阿
曾

秀
昭︻
36
期
︼

瑞
宝
中
綬
章

財
務
行
政
事
務
功
労

︵
元
四
国
財
務
局
長
︶

○
望
月

正
彦︻
34
期
︼

瑞
宝
小
綬
章

地
方
自
治
功
労

︵
元
岩
手
県
盛
岡
地
方
振
興
局
長
︶

○
亀
沢　
　

健︻
36
期
︼

瑞
宝
双
光
章

地
方
自
治
功
労

︵
元
花
巻
市
副
市
長
︶

●
花
巻
市
市
勢
功
労
者
表
彰

︽
地
方
自
治
功
労
︾

○
亀
沢　
　

健︻
36
期
︼

︵
元
花
巻
市
副
市
長
︶
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同
期
会
だ
よ
り

私
達
は
桜
雲
第
二
十
期
、花
北
第
三
回

生
で
す（
一
九
五
六
年
三
月
卒
業
）。在
学

中
は
新
生
間
も
な
い
花
北
の
伝
統
作
り
に

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、文
武
両
道
で
盛
岡

一
高
を
凌
駕
す
る
県
下
随
一
の
実
績
を
挙

げ
た
誇
り
を
持
ち
、卒
業
後
は
そ
れ
ぞ
れ

の
道
で
日
本
の
高
度
成
長
を
支
え
て
懸
命

に
働
き
、人
生
を
生
き
抜
い
て
、今
、老
境

に
あ
り
ま
す
。

卒
業
後
も
同
期
の
結
束
は
固
く
、還
暦
、

古
希
、喜
寿
、傘
寿
の
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
に
、

花
巻
温
泉
に
一
泊
し
て
同
期
会
を
開
催
し
、

親
睦
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

本
年
八
十
八
歳
の
米
寿
を
迎
え
る
に
あ

た
り
相
談
し
た
結
果
、勿
論
同
期
会
は
や

る
、し
か
も
コ
ロ
ナ
で
友
に
会
い
た
く
と
も

会
え
な
か
っ
た
時
間
を
取
り
戻
そ
う
、と

言
う
こ
と
に
な
り
、時
期
を
半
年
繰
り
上

げ
て
、「
米
寿
目
前
同
期
会
」と
銘
打
っ
て
、

令
和
五
年
七
月
一
日
に
開
催
い
た
し
ま
し

た
。但
し
、さ
す
が
に
こ
れ
ま
で
の
温
泉
一

泊
は
見
送
り
、昼
に
市
内
の
ホ
テ
ル

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、四
十
三
名
の
同
期
生
が

参
集
し
ま
し
た
。幹
事
の
当
初
の
予

想
を
遥
か
に
超
え
る
嬉
し
い
参
加

数
で
し
た
。全
員
が
、車
椅
子
に
も

付
添
い
に
も
頼
ら
ず
、自
分
の
足
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。恒
例
の
校
歌
、応

援
歌
の
高
唱
の
の
ち
、各
人
の
近
況

を
報
告
し
合
っ
て
互
い
の
健
在
ぶ
り

を
喜
び
合
い
、学
生
時
代
の
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。ま
た
、

桜
雲
同
窓
会
長
の
佐
藤
良
介
様
が

終
始
ご
同
席
の
う
え
北
高
の
現
況

を
詳
細
に
説
明
し
て
下
さ
り
、一
同

母
校
の
活
躍
ぶ
り
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

高
校
の
同
期
会
が
米
寿
の
祝
賀

会
ま
で
開
い
た
の
は
県
下
で
は
も
と

よ
り
全
国
で
も
極
め
て
稀
な
例
で
は

な
い
か
、と
自
負
し
て
い
ま
す
。全
員

が
、二
年
半
後
に
、九
十
歳
の「
卒
寿
」

の
同
期
会
で
再
会
す
る
こ
と
を
誓
っ

て
、別
れ
ま
し
た
。

私
た
ち「
二
十
九
回
生
」は
昨
年
九
月

二
十
四
日
、花
巻
駅
前
の
ホ
テ
ル
を
会
場

に「
喜
寿
の
会
」を
五
十
四
人
が
集
ま
っ
て

祝
い
ま
し
た
。こ
の
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
予
防
の
た
め
、一
年
延
期
し
て
開
い

た
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
昭
和
四
十
六
年（
一
九
六
五

年
）三
月
に
卒
業
し
た
五
ク
ラ
ス
二
五
八

名
の
同
期
会
で
す
。教
え
ら
れ
た
金
子
勝

治
・
髙
橋
恒
介
先
生
た
ち
の
協
力
も
あ
っ

て
、二
年
ご
と
に
総
会
を
も
っ
て
、「
還
暦
」

「
卒
業
五
十
年
」な
ど
企
画
し
、実
施
し

て
き
ま
し
た
。ク
ラ
ス
幹
事
の
努
力
で
、住

所
不
明
者
は
十
三
名
で
、「
喜
寿
の
会
」の

案
内
も
一
八
九
名
に
届
け
ま
し
た
。返
信

は
一
三
五
名
か
ら
あ
り
、五
十
四
名
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。悲
し
い
こ
と
に
、喜

寿
を
待
た
ず
旅
だ
っ
た
友
人
が
五
十
名
も

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
誰
も
が
大
き
く
変
わ
っ
た
お

互
い
の
容
姿
の
な
か
に
六
十
年
前
の
面
影

を
見
出
し
な
が
ら
接
し
歓
談
し
あ
い
、明

日
か
ら
の「
元
気
」を
約
束
し
て
散
会
し
ま

し
た
。

令
和
五
年
十
二
月
二
日
、花
巻
市
渡

り
温
泉
さ
つ
き
亭
に
お
い
て
、
桜
雲
第

四
十
五
期（
昭
和
五
十
六
年
卒
業
）同
窓

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。当
日
は
、高

橋
敢
也
先
生（
在
学
当
時
Ｃ
組
担
任
）、藤

原
忠
雄
先
生（
同
Ｂ
組
担
任
）と
、同
級
生

六
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
五
類

へ
の
移
行（
五
年
五
月
）を
待
ち
、満
を
持

し
て
の
開
催
で
す
。

こ
の
学
年
の
同
級
生
は
、令
和
四
年
度

に
還
暦
を
迎
え
、五
年
の
三
月
を
も
っ
て

定
年
退
職
し
て
い
る
方
が
大
勢
い
ま
す
。

「
還
暦
で
人
生
一
回
り
」と
申
し
ま
す
が
、

人
生
の
再
出
発
に
際
し
、「
現
在
の
自
分
を

確
立
す
る
に
あ
た
り
大
き
な
影
響
を
受
け

た
花
巻
北
高
校
時
代
の
仲
間
と
語
り
合
い

た
い
」、「
還
暦
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
た

ら
も
う
集
ま
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
」と
い

う
思
い
が
、発
起
人
と
な
っ
た
各
ク
ラ
ス
の

代
表
者
を
奮
い
立
た
せ
、同
窓
会
の
開
催

を
実
現
し
ま
し
た
。

記
念
写
真
撮
影
、校
歌
斉
唱
、乾
杯
、高

校
当
時
の
写
真
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、

恩
師
の
ス
ピ
ー
チ
、玄
人
は
だ
し
の
自
称

陶
芸
家
が
参
加
者
全
員
分
の
コ
ー
ヒ
ー

カ
ッ
プ
を
焼
き
上
げ
て
一
人
一
人
に
配
る

サ
プ
ラ
イ
ズ
、応
援
団
幹
部
に
よ
る
花
高

賛
歌
と
自
分
達
へ
の
エ
ー
ル
で
、完
全
に

四
十
数
年
前
に
タ
イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ
し
た
参

加
者
は
、二
次
会
、三
次
会
で
も
語
り
つ
く

せ
ず
、仕
事
の
都
合
で
夜
十
一
時
に
よ
う

や
く
到
着
し
た
者
を
交
え
て
さ
ら
に
大
盛

り
上
が
り
。二
十
年
ぶ
り
の
同
窓
会
は
、参

加
者
一
人
一
人
が
元
気
を
も
ら
う
、た
い
へ

ん
思
い
出
深
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

一
年
遅
れ
た「
喜
寿
の
会
」を

　
　
　
　
五
十
四
名
で
祝
う
！

阿

部

弥

之

桜
雲
二
十
九
回
生
の
会

『
米
寿
目
前
同
期
会
」の
開
催

小

原　
　
　

武

二
十
期
幹
事
代
表

桜
雲
四
十
五
期

還
暦
を

迎
え
二
十
年
ぶ
り
の
同
窓
会

発
起
人
会
代
表

菊

池

徹

哉
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内外で
活躍する

文
化
講
演
会
と
し
て

ふ
た
た
び
母
校
に
立
つ

東

梅

久

子
（
46
期
）

国
境
な
き
医
師
団
・
虎
の
門
病
院

向けて、今、ここで何をすべきかを考える素晴らしい機会となった。

●国境なき医師団について、英語の授業で取り扱ったので、紛争地での任務
については少し理解していたのですが、紛争地で外科手術をすることだけが
活動ではなく、様々な活動を行っていることがわかりました。特に印象に残った
お話は、治療を行ってすぐの売春婦が病院前でお客さんを誘っているのを止
めようとしたところ、「じゃああなた達が私の食べるものを用意してくれるの？」
と言われたというお話です。体を大切にしてほしいという善意と、生きていか
なければならないという現実は、どちらも容易に想像できたため聞いていて苦
しくなりました。このお話から、問題を解決する難しさを改めて実感しました。
私は人間の内臓や血を見るのが苦手で、医師には向いておらず英語も得意で
はありませんが、国境なき医師団のことを少しでも知ることで貢献したいと思
いました。（2 年生）
●国境なき医師団が国内でも活動していること、医学部に入らずとも国境なき
医師団に入ることができること、怪我の治療だけでなく、ストレスケア等もおこ
なっていることなど、初耳な情報が多くあり、とてもタメになりました。東梅さんが
花北出身ということもあり、時折混ざる花北トークに和みながらお話を聞くこと
ができて、とても楽しかったです。「北高の語学力があれば大丈夫」というのが、
これから生きていくうえでの自信に繋がりました。大きくなったら、絶対に寄付し
ます！（2 年生）
●花巻北高の卒業生のことや東梅さん自身のお話を聞くことができて、自分の
可能性は思ったより広いのかも知れないなと思いました。また、国境なき医師団
についてよく知らなかったので自分の世界を広げることができて有意義な時間
になりました。国際社会について、なかなか聞くことのできないお話を聞くことが
でき、自分の将来に役立てたいと思いました。（1 年生）

　今年度の文化講演会は、桜雲同窓生である虎の門病院産婦人科医長（国境
なき医師団）、　東梅久子氏をお迎えし、「花巻北高から国境を越える～産婦人
科医としてみたインドネシアの貧困層の性産業従事者」という演題で行われた。
　多くの生徒が、自分たちからは遠いところで起こっていると思っていた場所で
の悲惨な現実に、先輩である東梅氏が向き合っている姿に感化された。将来に

花巻市東和町出身。1988 年岩手医科大学医学部卒業。日本赤十字社医療
センター産婦人科員、虎の門病院産婦人科医員、岩手医科大学医学部産婦
人科助手、東京大学医科学研究所客員研究員を経て、2001 年東京医科歯
科大学にて学位取得、医学博士。2001 年岩手医科大学医学部産婦人科講師、
2005 年虎の門病院産婦人科医員、2009 年虎の門病院産婦人科医長、現在
に至る。●国境なき医師団としての活動：2003 年～ 2004 年、インドネシア。

～産婦人科医としてみた
　　　　インドネシアの貧困層の性産業従事者～

花巻北高から国境を越える
令和4年度文化講演会 令和5年10月24日（火）

虎の門病院 産婦人科医長（国境なき医師団）

東 梅  久 子 氏（桜雲 46 期）講　師

概　要

生徒感想

とう  ば い 　   ひ さ   こ

ほ
ぼ
四
十
二
年
ぶ
り
に
母
校
の
体
育
館
に

足
を
踏
み
入
れ
た
。自
分
が
か
つ
て
着
て
い
た

同
じ
セ
ー
ラ
ー
服
の
在
校
生
た
ち
が
一
堂
に

会
し
て
い
る
光
景
は
た
だ
そ
れ
だ
け
で
感
動

的
で
あ
っ
た
。求
め
ら
れ
る
声
の
大
き
さ
は
異

な
る
も
の
の
、大
勢
の
在
校
生
の
前
で
声
を
出

し
た
の
は
応
援
団
の
入
団
式
以
来
で
あ
る
。

応
援
歌
練
習
で
は
声
が
小
さ
い
と
竹
刀
で
叩

か
れ
た
も
の
の
、声
は
未
だ
に
小
さ
い
ま
ま
で
、

校
歌
を
除
く
と
必
死
で
覚
え
た
は
ず
の
応
援

歌
も
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。

非
営
利
の
医
療
・
人
道
援
助
団
体
で
あ
る

国
境
な
き
医
師
団（M

ED
EC

IN
S SA

N
S 

FR
O

N
T

IER
ES: M

SF

）の
卒
業
校
講
演
の

一
貫
と
し
て
昨
年
十
月
二
十
四
日
に「
花
巻

北
高
か
ら
国
境
を
越
え
る
」の
タ
イ
ト
ル
で

母
校
で
の
講
演
の
機
会
を
頂
い
た
。講
演
が

決
ま
っ
て
ま
ず
セ
ー
ラ
ー
服
を
探
し
た
。そ

れ
は
記
憶
の
場
所
に
確
か
に
あ
っ
た
。お
そ
ら

く
は
卒
業
以
来
初
め
て
開
け
た
箱
の
な
か
の

セ
ー
ラ
ー
服
は
予
想
に
反
し
て
保
存
状
態
が

よ
く
、眺
め
て
い
る
と
釜
石
線
や
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
や
試
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
が
蘇
っ
て

く
る
。ど
こ
か
に
あ
る
は
ず
の
手
ぬ
ぐ
い
も
探

し
た
も
の
の
、見
つ
か
っ
た
の
は
卒
業
記
念
品

の
南
部
鉄
器
の
花
瓶
の
み
で
、好
き
だ
っ
た
至

誠
天
地
を
動
か
さ
ん
の
手
ぬ
ぐ
い
を
見
つ
け

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

岩
手
医
科
大
学
を
卒
業
し
て
産
婦
人
科

医
師
に
な
っ
た
私
は
、国
境
な
き
医
師
団
の

医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
貧
困
層
の
性
産
業
従

事
者
に
対
し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
含
む
性
感
染
症
の

治
療
と
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。当
時
の
活
動

と
今
な
お
世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
紛
争
と

性
暴
力
を
中
心
に
話
を
し
た
。机
に
伏
す
の

が
苦
手
で
船
を
漕
ぐ
居
眠
り
が
得
意
な
高
校

生
で
あ
っ
た
私
は
、大
の
字
に
な
っ
て
椅
子
で

寝
て
い
る
高
校
生
に
親
近
感
を
抱
き
つ
つ
、性

の
話
に
な
る
と
急
に
起
き
て
真
剣
に
聞
く
姿

を
ほ
ほ
え
ま
し
く
眺
め
た
。高
校
時
代
は
海

外
と
い
え
ば
欧
米
に
目
が
向
き
、英
語
も
手

段
で
は
な
く
目
的
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
思

う
。ご
多
分
に
も
れ
ず
高
校
卒
業
後
は
専
門

分
野
を
除
き
さ
し
た
る
勉
強
も
し
な
か
っ
た

も
の
の
、海
外
で
の
活
動
に
お
い
て
花
巻
北
高

で
の
英
語
や
世
界
史
な
ど
が
生
か
さ
れ
た
。

周
囲
も
認
め
る
苦
労
を
い
く
つ
も
し
た
も
の

の
、ア
ジ
ア
の
親
日
国
に
あ
っ
て
ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。赤
道
直
下
で
時

に
口
を
つ
く
の
は
、峩
々
と
し
た
巌
鷲
山
で
は

な
く
月
歌
だ
っ
た
り
し
た
。

講
演
後
に
国
境
な
き
医
師
団
の
事
務
局
に

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
が
届
け
ら
れ
た
。担
当

ス
タ
ッ
フ
か
ら
六
百
四
十
余
名
ほ
ぼ
全
員
が

感
想
文
を
ぎ
っ
ち
り
書
き
、多
方
面
か
ら
講

演
を
受
け
止
め
深
く
考
え
た
こ
と
に
感
動
し

た
と
の
文
章
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。卒
業
校

講
演
で
あ
る
こ
と
か
ら
、私
は
他
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
知
ら
な
い
。そ
れ
で
も
話
を
真
剣
に
聞
い

て
回
答
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
花
巻
北
高
生

の
昔
か
ら
変
わ
ら
ぬ
姿
な
の
で
は
な
い
か
と
、

目
の
前
に
座
っ
て
い
た
在
校
生
と
既
に
擦
れ

て
し
ま
っ
た
遠
い
自
分
を
擦
り
合
わ
せ
な
が

ら
思
っ
た
。至
誠
天
地
を
動
か
さ
ん
が
好
き

だ
っ
た
高
校
生
は
、至
誠
が
天
地
を
動
か
さ

な
い
と
知
り
つ
つ
至
誠
を
思
い
生
き
て
い
る
。

講
演
の
な
か
で
も
至
誠
動
天
に
触
れ
た
も
の

の
、期
待
に
反
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
で
言
及
し
た

高
校
生
は
ひ
と
り
も
な
く
、ほ
と
ん
ど
は
支

配
を
目
的
と
し
た
性
暴
力
が
印
象
に
残
っ
た

よ
う
で
あ
っ
た
。

高
校
時
代
は
そ
れ
な
り
に
一
所
懸
命
だ
っ

た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、思
い
返
せ
ば
東
和
出

身
と
い
う
こ
と
も
手
伝
い
ぼ
ん
や
り
と
し
つ

つ
も
楽
し
か
っ
た
。講
演
後
に
集
ま
っ
て
話
し

た
高
校
生
た
ち
も
高
校
生
ら
し
く
楽
し
か
っ

た
。そ
の
高
校
時
代
が
あ
っ
て
今
日
が
あ
る
に

違
い
な
い
と
思
い
な
が
ら
晩
秋
の
早
い
夕
暮

れ
に
つ
つ
ま
れ
た
母
校
を
後
に
し
た
。

最
後
に
講
演
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
同
窓

会
長
佐
藤
良
介
氏
、須
川
和
紀
校
長
先
生
を

は
じ
め
開
催
に
あ
た
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た

皆
さ
ま
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、ひ
と
と
き
を
同
じ
く
し
た
母
校
の
後
輩

た
ち
が
夢
に
向
か
っ
て
進
み
続
け
る
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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H×ACT〔 Hanakita × ACT （ハクト） 〕活動紹介

①ハクスタ（ハクトスタディの略称： H×ACT Study ）
　ハクスタの時間は、毎週木
曜日の６校時に設定されて
います。各グループまたは各
個人で設定した探究テーマ
に沿って、それぞれの探究
活動を進めます。探究テーマ
は、生徒の興味関心に基づ

いて決定されるため、地域課題から日常生活における話題など多
岐に渡ります。今年度からは、先行研究を調べる際に、生成ＡＩ
を用いることを推奨しています。そこで捻出された時間を用いて、

「新提案」、すなわち「世の中の誰も考案したことのない提案をす
ること」を目標に、どのグループも答えのない問いに挑み続けてい
ます。３年生の最終段階では、ハクロン（ハクトロンブンの略称： H
×ACT 論文）と呼ばれる論文の提出をめざし、探究活動を形にし
ます。１年生が、２・３年生の探究活動の様子をインタビューでき
る機会があることも魅力の一つです。
②ハクプレ（ハクトプレゼンテーションの略称： H×ACT

 　　　　Presentation）
　ハクプレは、探究活動の集
大成として行われる発表会
です。この発表を通して、それ
ぞれの探究内容を発信し共
有します。ハクプレⅠでは、学
年毎に小教室に分かれ、す

べてのグループが探究内容を発表します。生徒間で相互評価が行
われ、「行動した」内容が含まれていれば、高評価につながります。
また、生徒間での質疑応答を通して、協働的な学びを深めている
ことも特徴の一つです。ハクプレⅠの優秀グループは、第一体育館
で行われるハクプレⅡに進出し、全体発表を行います。その中で、
その年の最優秀グループが決定します。大観衆を前に、堂々と行

われる発表は、まさに圧巻の一言です。
③ハクツア（ハクトツアーの略称： H×ACT Tour)

　ハクツアは、ハクプレⅡ
の上位入賞グループに与
えられる、研修旅行（茨城
県つくば市）です。上位入賞
グループの探究活動の発
展に関連する施設を、つく
ば市内にある30前後の施

設の中から選び、訪問してきます。今年度は、2年生6人の生徒が
JAXA筑波宇宙センターや国際農林水産業研究センター等を訪れ
てきました。
④ハクレク（ハクトレクチャーの略称： H×ACT Lecture)

　ハクレクは、外部から講演
者をお招きして行われる講
演会です。「着想から行動へ」
というテーマのもと、探究活
動を深掘りできる内容を講
演していただきます。これま
で、起業家、大学院生、市役

所職員の方々をお招きして、有用な講演をいただいております。
⑤ハクフィ（ハクトフィールドワークの略称： H×ACT Fieldwork)

　ハクフィは、１・２
年 生を対 象として
10月に行われる校
外活動です。探究活
動を深めるために、
岩手県内の専門家

（企業・個人宅等）
に生徒自らアポイントメントをとり、インタビューをしてきます。地
域の大人の方々と関わる貴重な経験を通し、探究テーマを発展さ
せるヒントを得て、その後の探究活動に活かします。今年度も、多
くの専門家の皆様のもとを訪問させていただきました。

　H×ACTでは、意欲的に活
動しているチームを中心に、
各種外部コンテストに応募
することを推進しています。
その中でも今年度は、8月に
盛岡市で行われた「いわて高
校生政策甲子園２０２３」
において、2年生のチームが、

最優秀賞に輝きました。それ以外のチームも、探究活動の成果を
校外へと積極的に発信し続けています。まだまだ発展途上ではあ
りますが、 H×ACTはこの後も花高生の高校生活を活性化させて
いきます。同時に、H×ACTを通じて、花高生はこれまで以上に「行
動」していきますので、今後の H×ACTにご期待ください。

「総合的な探究の時間」担当教諭　多田 昌弘（64期）

「誰もがスマートフォンを持ち、容易に検索できるよ
うになった今、「調べたこと」に価値はありません。「行
動すること」にこそ価値があります。失敗してもいい
ので行動できる花高生になってください。」

　花高新入生に向けて４月に行われる、H×ACTガイダンス
で必ず伝えている内容です。行動する(ACT)ことに挑戦する
花高の「総合的な探究の時間」は、「H×ACT（ハクト）」という
名称で体系化され、今年度で3年目を迎えています。持続可能
な H×ACT の在り方を模索し、他校に類を見ない、花高独自の

「総合的な探究の時間」を展開しています。以下、H×ACTに
おける活動を紹介します。
　H×ACTという名のもとに、すべての H×ACT の行事を有
機的に結び付けて実践しています。  ①ハクスタ ②ハクプレ 
③ハクツア ④ハクレク ⑤ハクフィ。この５つの大きな行事が、 
H×ACTを支えています。



（9）　令和6年3月1日 岩手県立花巻北高等学校桜雲同窓会報 第 66号

来
年
度
に
向
け
て

二
年

立
花

雄
駿

私
た
ち
陸
上
部
は
、昨
年
11
月
9
日
に
行
わ

れ
た「
東
北
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
」に
出

場
し
た
。一
昨
年
に
続
き
二
年
連
続
で
の
出
場

で
あ
っ
た
。

私
は
そ
の
ど
ち
ら
も
１
区
を
走
ら
せ
て
も

ら
っ
た
。一
年
生
の
時
は
３
km
過
ぎ
か
ら
一
気

に
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
っ
た
が
、今
回
の

東
北
大
会
で
は
最
後
に
上
げ
き
っ
て
襷
を
繋

ぐ
こ
と
が
で
き
、チ
ー
ム
に
勢
い
を
つ
け
る
走

り
が
で
き
た
。

チ
ー
ム
全
体
と
し
て
も
、一
昨
年
の
タ
イ
ム

か
ら
3
分
33
秒
縮
め
る
こ
と
が
で
き
、歴
代
の

花
高
記
録
を
塗
り
替
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

一
昨
年
の
自
分
を
一
人
一
人
が
超
え
、一
年
生

も
初
の
東
北
大
会
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
全

力
で
走
り
切
り
し
っ
か
り
タ
イ
ム
を
ま
と
め
て

く
れ
た
。現
在
の
駅
伝
メ
ン
バ
ー
全
員
が
東
北

大
会
を
経
験
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
来
年
度

の
駅
伝
に
向
け
て
と
て
も
大
き
な
意
味
を
持

つ
だ
ろ
う
。

来
年
度
は
東
北
高
校
駅
伝
8
位
入
賞
、そ
し

て
全
国
高
校
駅
伝
出
場
と
い
う
目
標
に
向
け
、

仲
間
と
共
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

自
分
と
向
き
合
う

二
年

和
賀

結

私
は
8
月
17
日
か
ら
２
０
日
に
北
海
道
で

行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
水

泳
競
技
大
会
に
、昨
年
度
に
引
き
続
き
１
０
０

メ
ー
ト
ル
と
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
自
由
形
で
、

東
北
代
表
と
し
て
出
場
し
て
き
ま
し
た
。イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ま
で
の
期
間
で
、調
子
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
が
激
し
く
、納
得
の
い
く
練
習
が
で
き
な
い

日
も
続
い
て
い
ま
し
た
が
、自
分
の
泳
ぎ
を
一

か
ら
見
直
し
て
改
善
点
を
明
確
化
す
る
こ
と
で

一
回
一
回
の
練
習
に
対
す
る
意
識
を
保
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。レ
ー
ス
本
番
で
は
シ
ー
ズ
ン
ベ

ス
ト
タ
イ
ム
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、全
国
大
会
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。ま

だ
ま
だ
結
果
と
し
て
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
た
め
、日
々
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
し
、

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
進
み
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

私
が
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

と
い
う
全
国
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
の

は
、多
く
の
方
々
の
支
え
や
応
援
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
国
選
抜
大
会
を
通
し
て

三
年

菅
崎

大
道

私
た
ち
は
昨
年
愛
知
県
で
行
わ
れ
た
全
国

高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
岩
手
県
の
予
選
を
な
ん

と
か
勝
ち
き
っ
て
、全
国
と
い
う
大
き
な
舞
台

で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
た
ち
と
剣
を
交
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
我
々
に
と
っ
て
と
て
も
貴

重
な
経
験
で
し
た
。試
合
で
は
島
根
県
の
チ
ー

ム
に
惜
敗
し
、結
果
を
残
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。し
か
し
、大
会
前
の
錬
成
会
を
含

め
、全
国
の
舞
台
で
仲
間
を
信
じ
、一
人
一
人

が
自
分
の
持
ち
味
を
い
か
し
た
剣
道
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
ま
で
の
活
動
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、同
じ
志
を
持
ち
、目
標
に
向

か
っ
て
切
磋
琢
磨
し
合
え
る
仲
間
と
出
会
い
、

辛
い
時
で
も
助
け
合
い
な
が
ら
稽
古
に
励
ん

で
き
た
過
程
が
何
よ
り
も
私
た
ち
を
成
長
さ

せ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
先
生
方
や
家
族
、仲
間
な
ど
多
く
の

方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て

三
年

武
藤

大
輝
斗

私
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
す
る
こ
と
を
目

標
に
日
々
努
力
を
重
ね
ま
し
た
が
、結
果
優
勝

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。全
国
の
頂
点

に
立
つ
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
、と
て
も
悔
し

か
っ
た
の
で
す
が
、常
に
弓
道
を
第
一
に
最
後
ま

で
全
力
で
挑
ん
だ
の
で
、後
悔
は
一つ
も
残
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

私
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
通
じ
て
、目
標
に
対
し

て
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
。た
だ
練
習
量
を
増
や
し
て
も
意
味
は
な

く
、自
分
な
り
に
考
え
工
夫
し
た
り
、周
り
の
人

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、量
と
質
の
両
方
を

確
保
し
な
け
れ
ば
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。こ
う
や
っ
て
自
分
の
頭
を
使
い
工
夫
し
て

き
た
こ
と
は
高
校
卒
業
後
で
も
役
に
立
っ
て
く

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。後
輩
の
み
ん
な
に
は
信

念
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
努
力
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
私
の
こ
と
を

支
え
て
く
れ
た
方
々
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

原
点
が
自
分
を
強
く
す
る

三
年

田
中

悠
子

私
に
と
っ
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
二
年
半
の
部

活
動
の
集
大
成
と
な
る
大
会
で
し
た
。一
年
生

の
頃
か
ら
ず
っ
と
憧
れ
、特
に
自
分
た
ち
の
代

に
な
っ
て
か
ら
は
先
輩
方
が
成
し
遂
げ
ら
れ
な

か
っ
た
団
体
で
の
出
場
を
目
指
し
技
術
を
磨
い

て
き
ま
し
た
。団
体
戦
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
個
人
戦
で
イ
ン
ハ
イ
出
場
権
を
得
ら
れ

嬉
し
く
思
い
ま
す
。本
番
で
は
仲
間
の
思
い
を

背
負
い
全
て
を
出
し
切
っ
て
き
ま
し
た
が
、結

剣
道
部

陸
上
競
技
部

弓
道
部

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

水
泳
部

部
活
動
報
告

部
活
動
報
告
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果
と
し
て
の
点
数
と
順
位
に
は
悔
し
さ
が
残
っ

て
い
ま
す
。も
っ
と
風
の
方
向
を
考
え
、一
本
で

も
多
く
イ
ン
ナ
ー
テ
ン
に
入
れ
て
い
た
ら
と
後

悔
が
尽
き
ま
せ
ん
。大
き
な
大
会
に
な
る
ほ
ど

一
点
の
重
み
と
中
心
に
矢
を
放
つ
難
し
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。

選
手
や
人
間
と
し
て
大
き
く
成
長
し
、最
後

ま
で
や
り
遂
げ
ら
れ
た
の
は
、イ
ン
ハ
イ
出
場

と
い
う
目
標
を
持
っ
て
練
習
し
続
け
た
か
ら
だ

と
考
え
ま
す
。こ
の
目
標
に
向
け
精
神
面
や
技

術
面
で
支
え
て
下
さ
っ
た
先
生
方
、コ
ー
チ
や

先
輩
方
、一
緒
に
練
習
し
て
き
た
仲
間
に
は
感

謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

卓
球
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

三
年

高
橋

愛
飛

私
は
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
シ
ン
グ
ル
ス
で
東

北
大
会
に
出
場
す
る
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
い

ま
し
た
が
、達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、高
校

生
に
な
り
や
っ
と
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

部
活
動
で
は
仲
間
と
切
磋
琢
磨
す
る
中
で
、

自
分
が
ミ
ス
し
た
理
由
や
成
功
し
た
理
由
を

常
に
考
え
、時
に
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
な
が

ら
練
習
し
ま
し
た
。こ
の
能
動
的
に
考
え
行
動

す
る
こ
と
が
、少
な
い
練
習
時
間
で
も
結
果
を

残
す
事
が
出
来
た
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。県
大

会
で
は
、負
け
越
し
て
い
る
選
手
と
対
戦
す
る

こ
と
も
あ
り
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。し
か
し

全
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
、東
北
大
会
の

出
場
権
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

卓
球
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、楽
な
道
に

逃
げ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。苦
労
し
て
も
、そ

の
分
結
果
と
し
て
返
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、よ
り
上
位
の
成

績
を
残
せ
る
よ
う
に
大
学
で
も
練
習
に
励
ん
で

い
き
ま
す
。

思
い
が
詰
ま
っ
た
大
会

三
年

清
水
田

大
翔

ま
ず
初
め
に
、全
国
選
抜
大
会
に
出
場
す
る

に
あ
た
り
、多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
い
た
だ

き
ま
し
た
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
全
員
が
全
力
で
戦
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

私
は
東
北
予
選
会
で
チ
ー
ム
が
一
番
育
っ
た

と
感
じ
ま
し
た
。先
輩
方
の
分
ま
で
勝
ち
抜
く

こ
と
を
誓
い
、臨
み
ま
し
た
。初
戦
か
ら
調
子

が
良
く
、課
題
で
あ
っ
た
出
だ
し
の
悪
さ
を
改

善
し
、勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。私
た
ち

は
試
合
後
全
員
で
喜
び
ま
し
た
。本
当
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
。全
国
大
会
で
は
目
標
の
初
戦
突

破
を
達
成
し
ま
し
た
が
、続
く
昭
和
学
院
高
校

に
負
け
て
し
ま
い
、ベ
ス
ト
16
の
成
績
を
収
め

ま
し
た
。悔
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、全

国
大
会
の
雰
囲
気
と
レ
ベ
ル
を
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
、本
当
に
良
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。改
め
て
ご
支
援
、ご
声
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。花
高
送
球
部
は
今
後
更

に
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

部
員
一
丸
と
な
っ
て
作
り
上
げ
た

　
　
　『
花
北
文
学
』三

年

伊
藤

茜

今
年
度
も
、文
芸
部
誌『
花
北
文
学
』が
県

大
会
や
全
国
大
会
で
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

部
誌
の
テ
ー
マ
に
始
ま
り
、レ
イ
ア
ウ
ト
や

構
成
ま
で
部
員
全
員
で
熱
い
議
論
を
交
わ
し

な
が
ら
一
丸
と
な
っ
て
考
え
、部
誌
制
作
に
取

り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、今
年
か
ら
印
刷
会
社

さ
ん
と
の
原
稿
の
や
り
と
り
の
方
法
が
デ
ー
タ

で
の
や
り
と
り
に
変
わ
る
な
ど
、以
前
ま
で
と

違
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、上
手
く
連
携

を
取
り
な
が
ら
期
限
に
余
裕
を
も
っ
て
部
誌
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、部
誌
に
掲
載
す
る
部
員
ひ
と
り
ひ
と

り
の
個
人
作
品
の
質
を
上
げ
る
こ
と
に
も
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。プ
ロ
ッ
ト
や
作
品
の
添
削
を
複

数
回
行
っ
た
り
、創
作
力
そ
の
も
の
を
育
て
る

た
め
に
句
会
や
歌
会
と
い
っ
た
企
画
の
頻
度
を

増
や
し
た
り
す
る
こ
と
で
、よ
り
よ
い
作
品
を

書
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
花
北
文
芸
部
の
活
動
を
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。こ
れ
か
ら

も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ず
は
楽
し
む
こ
と
か
ら

朗
読
部
門
参
加

三
年

下
留

梨
瑚

私
は
今
回
の
大
会
を
通
し
て
、最
大
限
の
実

力
を
だ
す
た
め
に
は
、楽
し
む
と
い
う
こ
と
が

自
分
の
作
品
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
必
要

十
分
条
件
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。特

に
県
大
会
の
決
勝
で
の
朗
読
は
こ
れ
ま
で
の
中

で
一
番
楽
し
く
読
む
こ
と
が
で
き
た
。そ
れ
は
、

「
い
つ
も
以
上
に
多
く
の
人
に
自
分
の
朗
読
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
」と
い
う
胸
の
高
鳴
り

が
あ
っ
た
か
ら
だ
。全
国
大
会
で
は
入
賞
で
き

な
か
っ
た
が
、読
ん
だ
本
へ
の
私
な
り
の
答
え
を

審
査
員
の
方
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、良
い
経

験
に
な
っ
た
。

全
国
大
会
に
参
加
し
て

テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
参
加　
　
　
　

三
年

高
橋

芳
羽

全
国
の
高
校
生
が
作
っ
た
作
品
は
、笑
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
愉
快
な
も
の
や
、考
え
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
な
興
味
深
い
も
の
な
ど
、ど
れ
も
手

が
込
ん
で
い
て
感
心
さ
せ
ら
れ
る
も
の
ば
か
り

で
し
た
。発
想
が
と
て
も
豊
か
で
、テ
ー
マ
や
表

現
の
仕
方
も
様
々
で
、見
て
い
て
と
て
も
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。私
自
身
も
思
い
を
込
め
て

作
っ
た
作
品
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
、充
実

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。最

後
の
大
会
で
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

卓
球
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

文
芸
部

放
送
部
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令和5年度入試（令和4年度卒業生）合格状況
現役合格者〔過卒合格者数〕

（1） 国立大学

学校名
R5年度

現役 過卒
北見工大 2
北教大札幌校 1
北教大函館校 4
弘前大 11
岩手大 41
東北大 7
宮城教育大 2
秋田大 2
山形大 3 (1)
福島大 3
茨城大 2 (1)
宇都宮大 3
埼玉大 5
千葉大 1
東京外大 (1)
東京学芸大 1
東京医歯大 1
横浜国立大 1
新潟大 2
信州大 1
大阪大 1
和歌山大 1

小　　計 95 (3)

（2） 公立大学

学校名
R5年度

現役 過卒
釧路公立大 5
青森県立保健大 3
青森公立大 3
岩手県立大 19
宮城大 2
秋田県立大 3

国際教養大 (1)
福島県立医大 1
前橋工科大 1
高崎経大 4
横浜市立大 2
新潟県立大 1
都留文科大 1
富山県立大 1

小　　計 46 (1)
国公立大現役総数 141
国公立大現役実数 135

（3） 私立大学

学校名
R5年度

現役 過卒
酪農学園大 1
日本医療大 1
青森大 2
八戸工業大 6
弘前医療福祉大 1
岩手医大 16 (1)
富士大 3
盛岡大 34
岩手保健医療大 4
石巻専修大 2
東北学院大 33
東北工大 16
東北福祉大 8
東北医薬大 4 (1)
宮城学院女子大 2
仙台白百合女大 2
東北文化学園大 1
秋田看護福祉大 1
日赤秋田看護大 2
東北芸術工大 5

奥羽大 1
国際医療福祉大 3
白鴎大 1
群馬医療福祉大 1
群馬パース大 1
足利大　　 2
埼玉工大　　　 2
城西大 3
駿河台大 1
淑徳大 2
千葉科学大 1
青山学院大 1
桜美林大 2
杏林大 1
慶応大 1
工学院大 1
国士舘大 2
駒澤大 4
芝浦工大 1
聖心女子大 1
上智大 (1)
拓殖大　　 2
中央大 3
帝京大 2
帝京平成大 1
東海大 2
東京家政大 1
東京経大 1
東京女子大 1
東京電機大 1
東京農大 3
東京理大 3
東邦大 1
東洋大 5
日本大 8

法政大 4 (3)
武蔵野大　 1
明治大 2 (2)
明治学院大 1 (1)
明星大 4
立教大 (1)
立正大 1
早稲田大　　 (1)
神奈川大　　 4
神奈川工科大　 1
湘南工科大 1
新潟医療福祉大 4
椙山女学園大 1
金沢学院大 1
中京大　 2
名古屋外大 6

小　　計 243 （11）

（4） 国公立短期大学

学校名
R5年度

現役 過卒

岩手県大宮古短 2

岩手県大盛岡短 4

小　　計 6 （0）

（5） 私立短期大学

学校名
R5年度

現役 過卒

盛岡大短大部 1

小　　計 1 （0）

（6） 文部科学省所管外

学校名
R5年度

現役 過卒

岩手産業技術短 2

岩手県立農業大学校 1

小　　計 3 （0）

（7） その他

学校名
R5年度

現役 過卒

専門・各種学校 12

　うち高看 7

公　務　員 1

小　　計 13 （0）

（8） 医学部医学科合格者数
R5年度

現役 過卒

医学部医学科 1 (1)

　大学入試が変更されて３年目の令和５年度大学入試を、就職内定者 1 名を除く213 名が、大学進学を目標に「大学入学共通テス
ト」、その後の前期後期日程試験まで一丸となって受験に挑みました。その結果、国公立大学４年制大学に合格した者は、実数で 135 名

（63.1％、昨年度 60.2％）、のべ合格者数が 141 名であり（昨年度 154 名）、合格率は昨年度と同様の結果 (51.8％ ) でした。過去 5 年
間で最も多い合格者であった昨年度と、同様の成果でありました。東北大学合格者 7 名、昨年度過去最高となった地元岩手大学合格者
と同程度の 41 名をはじめ、医学部医学科合格者を継続できました。このことは、今年度の生徒も例年通り普段の授業、課外授業、模擬
試験に正面から向き合い、全力で進路先決定に取り組んでくれたためだと考えます。現在の大学選抜方式に対応し、学校種、学科種にか
かわらず、どの進路先にでも対応できる学力と人間力の形成を目指し、学習指導や進路指導の充実を図ってきましたが、その中で学習
に真摯に向き合う生徒達の意思と意欲の高さを感じる場面が多く見られました。
　創立 90 周年スローガン「百年生きる君たちが、花高百年の学びを創る」の基本理念を継承し、創立 100 周年に向けて進路指導も邁
進していきたいと考えております。岩手県内の生徒数減少と都市部との学力差が叫ばれる昨今、岩手県の中核校として本校の存在意義
はますます高まると予想されます。この厳しい状況のもと充実した進路指導を実践できることは、同窓会の皆様のご支援があってことと
感謝しております。今後とも本校に対して、ご鞭撻のほどをお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　（進路指導主事　八尾　晃一）

令和5年度入試（令和4年度卒業生）の進路状況

iiiiiiiiiiiiiiiiii iiiiiiiiiiiiiiiiii

※過卒合格者については学校に連絡
があった者のみ

第
九
十
二
代
応
援
団
を
終
え
て

　
　

第
九
十
二
代
応
援
団
長三

年

滝
田

健
悟

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
五
類
に
な
り
、今

ま
で
制
限
さ
れ
て
き
た
応
援
を
第
九
十
二
代

で
行
え
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
う
。花

高
応
援
団
に
よ
る
野
球
応
援
や
バ
ン
カ
ラ
六

校
に
よ
る
開
会
式
応
援
を
通
し
て
、「
ア
ツ
く
な

る
」こ
と
や「
喜
び
」と
い
っ
た
多
く
の
感
動
を

手
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。笑
顔
か
つ
楽
し
く

絶
叫
し
、熱
く
な
る
花
高
生
を
間
近
で
見
て
い

る
時
に
は
心
の
底
か
ら
感
動
し
た
。花
高
生
全

員
が「
花
高
応
援
団
」と
い
う
名
で
一
人
ひ
と
り

繋
が
る
こ
と
が
出
来
、我
々
幹
部
に
も
負
け
な

い
程
の
応
援
を
見
せ
て
く
れ
た
。団
員
全
員
楽

し
そ
う
に
応
援
歌
を
叫
び
、各
々
が
持
っ
て
い

る
想
い
を
相
手
に
伝
え
よ
う
と
す
る
眼
差
し

を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
が
、団
長
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
だ
っ
た
。俺
が
当
初
か

ら
掲
げ
て
き
た「
自
ら
率
先
し
て
創
る
楽
し
い

応
援
」を
達
成
で
き
た
と
感
じ
た
。

古
き
良
き
伝
統
を
守
り
つ
つ
新
た
に
入
っ
て

く
る
花
高
生
と
と
も
に
、自
ら
が
参
加
し
た
く

な
る
よ
う
な
応
援
を
共
に
創
り
あ
げ
て
欲
し

い
。黒
橋
魂
が
あ
る
限
り
愛
す
る
母
校
は
よ
り

発
展
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

応
援
団
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同
窓
会
費
納
入
の
お
願
い

事
務
局
だ
よ
り

桜
雲
同
窓
会
は
、
同
窓
生
の
皆
様
に
納
め

て
頂
い
て
い
る
会
費
と
、
在
校
生
の
入
会
金

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
減
少
が
続
く
と
、

同
窓
会
事
業
の
運
営
に
も
支
障
が
生
じ
る
恐

れ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
同
窓
会
運
営
の
た
め
に
、
各
期
理

事
を
中
心
に
、
会
費
納
入
の
仕
組
み
、
現
状

を
周
知
し
て
頂
き
、
会
費
の
納
入
に
特
段
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

完
納
し
た
期
や
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ

い
た
期
は
、
同
期
会
開
催
の
際
に
会
費
納
入

に
協
力
い
た
だ
き
、
欠
席
の
方
に
は
代
表
幹

事
宛
に
送
金
を
し
て
い
た
だ
く
等
、
工
夫
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
は
46
期
の
皆
様
よ
り
会
費

の
納
入
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

桜
雲
同
窓
会
事
務
局

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
五
類
感
染

症
に
移
行
さ
れ
た
今
年
度
は
、四
年
ぶ
り
に
桜

雲
同
窓
会
定
期
総
会
と
懇
談
会
が
フ
ル
開
催

さ
れ
ま
し
た
。出
席
い
た
だ
い
た
同
窓
生
の
皆

さ
ん
も
声
高
ら
か
に
校
歌
や
応
援
歌
を
歌
う

こ
と
が
で
き
、に
ぎ
や
か
で
和
や
か
な
会
と
な

り
ま
し
た
。支
部
総
会
も
石
鳥
谷
、関
西
、紫
波
、

東
京
、北
海
道
、盛
岡
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で

行
わ
れ
、同
窓
生
が
交
流
で
き
る
場
が
戻
っ
て

き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

在
校
生
も
様
々
な
制
限
が
な
く
な
り
、全
国

大
会
入
賞
、姉
妹
校
で
あ
る
米
国
ホ
ッ
ト
ス
プ

リ
ン
グ
市
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
生
徒
と
の
相
互
交

流
な
ど
で
大
き
な
成
果
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
と
し
て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、来
年
度
も
引
き
続
き
ご
支

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
五
年
度

　
　

桜
雲
同
窓
会
事
務
局（
◎
は
事
務
局
長
）

◎
夏

谷

健

一

教

諭（
42
期
・
公
民
）

照

井

雅

巳

教

諭（
49
期
・
理
科
）

菊

池

雄

一

事
務
長（
50
期
・
事
務
）

レ
ヴ
ィ
ン
小
倉
ち
ひ
ろ
教

諭（
56
期
・
英
語
）

高

橋

和

利

教

諭（
58
期
・
国
語
）

藤

枝　
　
　

覚

教

諭（
60
期
・
体
育
）

多

田

昌

弘

教

諭（
64
期
・
英
語
）

古

川

麻

耶

主

査（
71
期
・
事
務
）

今
年
は
私
の
期
も
久
し
ぶ
り
の
同
期
会
を
開
催
、

同
級
生
た
ち
と
親
交
を
深
め
、還
暦
を
過
ぎ
な
が

ら
ま
だ
ま
だ
各
界
で
の
み
ん
な
の
活
躍
を
知
り
ま

し
た
。

各
界
で
の
活
躍
と
い
え
ば
、昨
年
の
同
窓
会
報
に

原
稿
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
、著
名
脳
外
科
医
の
谷

川
緑
野
さ
ん（
45
期
）と
、機
会
が
あ
っ
て
45
年
ぶ
り

に
会
い
ま
し
た
。高
校
時
代
は
同
級
生
か
ら
も
尊

敬
を
集
め
る
人
間
性
の
応
援
団
長
で
、現
在
の
活
躍

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
~
仕
事
の
流
儀
」

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
ほ
ど
。と
は
い
え
、半
世
紀

近
く
ぶ
り
に
会
っ
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
フ
レ
ン
ド

リ
ー
に
会
話
が
で
き
、高
校
時
代
以
来
彼
な
り
に

抱
え
て
い
た
わ
だ
か
ま
り
や
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
な
ど

を
知
り
ま
し
た
。

１
月
に
は
20
歳
以
上
の
大
先
輩
と
知
り
合
い
、

岩
手
で
最
高
齢
ス
キ
ー
指
導
員
で
、80
代
半
ば
と

な
っ
た
今
で
も
雪
が
降
れ
ば
ス
キ
ー
を
し
て
い
る
と

い
う
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。お
邪
魔
し
た
お
宅
も

こ
だ
わ
り
の
家
づ
く
り
、庭
づ
く
り
で
、精
力
的
に

人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
様
を
眩
し
く
感
じ
ま
し
た
。

私
事
な
が
ら
、こ
こ
の
と
こ
ろ
身
体
に
自
信
も
な

く
な
り
気
力
も
萎
え
気
味
で
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ

け
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て

は
フ
ェ
イ
ド
ア
ウ
ト
も
頭
に
ち
ら
つ
い
て
き
て
い
た

こ
こ
数
年
で
し
た
が
、先
輩
、後
輩
、同
級
生
に
刺

激
を
受
け
、本
誌
記
事
に
あ
る
現
役
生
た
ち
の
頑

張
り
に
も
励
ま
さ
れ
て
、も
う
少
し
マ
イ
ペ
ー
ス
で

頑
張
ろ
う
と
い
う
気
に
今
な
っ
て
い
ま
す
。花
高
Ｏ

Ｂ
で
本
当
に
よ
か
っ
た
。

「
桜
雲
臺
」編
集
長

北
山
公
路（
43
期
）

会
費
納
入
の
仕
組
み

︻
桜
雲
60
期
ま
で
︼

・
卒
業
時
に
一
人
当
た
り
、三
千
円
を

入
会
金
と
し
て
納
入
。（
す
べ
て
の
期

が
完
納
）

・
卒
業
後
六
年
経
過
し
た
時
点
よ
り
、

各
期
年
会
費
一
万
円
を
五
十
一
年
間

納
入
。

︻
桜
雲
61
期
以
降
︼

・
在
学
中
に
完
納
。（
学
年
諸
会
費
と
一

緒
に
納
入
）

同窓会費納入状況
（令和 5 年 12 月 31 日現在）

期（卒業年） 残　額（円） 期（卒業年） 残　額（円）

31（昭和42年） 46（昭和57年）

32（昭和43年） 47（昭和58年）

33（昭和44年） 48（昭和59年）

34（昭和45年） 49（昭和60年） 360,000
35（昭和46年） 50（昭和61年）

36（昭和47年） 51（昭和62年）

37（昭和48年） 52（昭和63年） 450,000
38（昭和49年） 53（平成元年） 490,000
39（昭和50年） 54（平 成 2 年 ） 150,000
40（昭和51年） 55（平 成 3 年 ） 510,000
41（昭和52年） 56（平 成 4 年 ） 250,000
42（昭和53年） 410,000 57（平 成 5 年 ） 510,000
43（昭和54年） 58（平 成 6 年 ） 160,000
44（昭和55年） 59（平 成 7 年 ） 510,000
45（昭和56年） 60（平 成 8 年 ） 510,000
※「卒業年」は、その年の3月卒を表します。   （残額合計 4,310,000 円）
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◯東梅久子 氏（46期）

◯小友康広  氏（65 期）

『DMAT 看護師になりた
い 災害急性期に活動す
る医療者をめざして』（彩
流社）

『鈍感な世界に生きる敏
感な人たち』（ディスカ
ヴァー・トゥエンティワン）

『新増補版 心の傷を癒す
ということ - 大災害と心
のケア』（作品社）

寄贈・寄付のご紹介 令和 5 年度文化講演会に講師として来校した際、「図書購入に
使ってほしい」と多大なご寄付をいただきました。３年生に「本
校生徒に読んでほしいもの・本校図書館にあってほしいもの」を

募り、33 冊 の 本を 購
入しました。

「ASMSA への生徒派
遣事業に活用してほ
しい」と、小友康広氏
並びに（株）小友木材
店様より桜雲同窓会
へ多大なご寄付をい
ただきました。

※学校、同窓会へのご寄付もご紹介い
たします。




